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自治労北海道本部女性部 

●取り組み事例集とは 

各地方本部、単組・総支部における月間および春闘期の取り組みについ

て報告されたものを「取り組み事例集」としてまとめました。今後の活動

の参考にしたり、実際に取り組んでいる単組に聞いてみたり、などご活用

ください。 
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＜札幌地本＞ 

単 組 名 恵庭市職労 

取り組み要旨 

・『2022年度自治体労働者の賃金・労働条件に関する統一要求書』にて、女性労

働者の労働条件等の改善を要求。 

当局より、「これまでどおり男女平等の職場となるよう努めたい。」との回答

を得ている。 

 

 

単 組 名 札幌市労 

取り組み要旨 

月に一回幹事会を行っています。 

春闘期の取り組みについては、賃金についての学習会を行いました。 

 

 

単 組 名 ニセコ町職 

取り組み要旨 

Let’s アンケートを青年層に実施した。 

 

 

単 組 名 真狩村職 

取り組み要旨 

青年部 

・例年、分散会を実施していたが、コロナの影響により未実施。 

 その代わりに、アンケートを実施し独自要求につなげた。（３月） 

 アンケート内容→賃金、時間外勤務、職場の雰囲気の聞き取り等 

 

 

単 組 名 京極町職 

取り組み要旨 

・取り組みなし 

（例年は茶話会を行い、職場環境等について意見交換を行っておりましたが、

感染症対策のため中止としました。） 
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単 組 名 蘭越町職 

取り組み要旨 

・ポスター作成 

・ステッカー作成 

 

添付ファイル 
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＜道北地本＞ 

単 組 名 道北地本女性部 

取り組み要旨 

・単組・総支部代表者会議にて、月間の方針を提起している。月間グッズも作

成し、会議内で説明。 

・月間グッズとして「はっちぃスタンド＆年齢早見表」を作成し、各単組・総

支部へデータ配布。これまで、旧宗谷地本女性部で作成していた「はっちぃ（オ

リジナルキャラクター）の年齢早見表」と、旧上川地本女性部で作成していた

「貼り付け君」を組み合わせてアレンジした。 

 旧宗谷では、印刷した年齢早見表を配布していたが、統合により組合員が増

えたためデータでの配布に変えている。旧上川で作成していた貼り付け君は、

月間啓発のステッカーで、データで各単組・総支部に配信。印刷して箱ティッ

シュに貼るなどして使用していた。 

 はっちぃスタンドは、机の上に置いたり、袋状になるためお菓子を入れて配

ったりなどもできる。 

 

添付ファイル 

・女性のはたらく権利確立運動強化月間 目標と具体的な取り組み（案） 

・はっちぃスタンド＆年齢早見表・カレンダー 
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道北地方本部女性部 

女性のはたらく権利確立運動強化月間 

目 標 と 具 体 的 な 取 り 組 み（案） 

 

■道本女性部スローガン 

『ワタシはワタシ』～多様性を認め合う職場をめざして～ 

  

 私たちが働く職場の環境や生活環境、考え方や感じ方はそれぞれ異なりますが、

それらを認め合い尊重し合いながら、体も心も健康で働き続けることができるよう

に、月間の取り組みをすすめていきましょう！ 

 

■基本目標■ 

・ 女性の置かれている状況を改善し、女性労働者の人権を守り、女性も男性も 

平等で働きやすい職場、家庭、地域社会をめざすために運動を進めていきます。 

 

・ 自分らしく健康で安心して定年まで働き続けられるよう、今一度職場点検を

行いながら、職場実態・女性の課題を明らかにし、労働条件の改善に向け、春闘と

連動させた運動を展開していきます。 

 

月   間 具 体 的 な 取 り 組 み 

１２ 

 

月 

 

か 

 

ら 

 

４ 

 

月 

 

ステップ１ 実態の点検  

道本女性部「職場改善実態調査」「権利実態調査」 

の取り組み 

→単組の権利状況、自分の働き方を点検しましょう！ 

 

ステップ２ 既得権の行使 

        年休・生休の取得を始め、権利の行使を目指す 

        →自分の権利行使について点検してみよう！ 

 

ステップ３ 女性の集まる場の設置 

女性が交流し、実態調査の結果を見ながら自分の単組

の権利を確認・点検すると共に職場における女性の課

題について考える場(茶話会等)と学習機会の設定 

→単組での課題を集約して要求につなげよう！ 
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単 組 名 富良野市労連 女性部 

取り組み要旨 

・2021年 12月 20日 女性部独自アンケート&道本部女性部職場改善実態調査 

           配付（回収：2022年 1月 13日） 

・2021年 12月 28日 女性部支部長会議 

・2021年 12月 29日～2022年 2月 10日 支部集会、支部独自行動 

・2022年 3月 15日  月間啓発グッズ配付 

・2022年 3月 15日  春闘期総務部長交渉参加 

 

添付ファイル 

・配付の月間啓発グッズは別添のとおり 

 

 

7
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単 組 名 愛別町職 

取り組み要旨 

・団結お菓子行動の実施（月間の啓発グッズの配布） 

 

添付ファイル 

 

 

単 組 名 美瑛町職 

取り組み要旨 

・月間用に配布されたグッズ等をラインワークスで女性組合員に配付・共有し

た。 
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単 組 名 士別市労連 

取り組み要旨 

【例年の取り組み】 

①青年女性部独自要求書提出および交渉 

 オルグや 1 年間の時間外点検活動をもとに独自削減に反対する要求書を提

出し、独自交渉も実施した。 

 

②青年女性部確定期オルグ 

 複数グループに分けてオルグを開催し、令和 4 年度より実施される独自削

減に対する意見や生活実態に対する意見を集めたり、サービス残業や人員不

足・休職者が出ることによる青年層への影響などの職場実態に関する部員の

声を集めた。 

 

③時間外点検 

 毎月、時間外点検を実施しており、時間外勤務数やサービス残業の有無、

休暇取得日数を確認し、業務量や適切な人員配置となっているかを点検して

いる。 

 

④賃金手帳付け 

 ボーナス月以外でひと月分の家計簿のように収入・支出の集計や我慢した

もの・金額について集計し、賃上げ交渉に活用している。 

 

【上記以外に過去一年間で取り組んだ取組】 

①新人学習会（青年女性部長が講師を務め実施） 

 青年女性部長を講師とし、新規加入者を対象に、組合用語の紹介や政治闘

争などの青年女性部での取り組みの内容や意義について学んだ。 

 

②市長選組織内候補との意見交換会 

Google フォームを用いて、新市長に求める政策などの事前アンケートを実

施し、組織内立候補者と意見交換を実施した。 

また、実施に当たっては新型コロナの感染対策として、zoom による参加を

可能とし、事前の取組も含めオンラインを積極的に活用した。 

 

③権利手帳の更新・配付 

 2008年発行、2015年に改定後、有給休暇制度の改定が行われてきたことも

あり、現行の制度に沿った内容へ改定し配付した。 
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単 組 名 剣淵町職労 

取り組み要旨 

・道本部の職場改善実態調査に独自項目として旧姓通称使用の認知度と希望調

査を行った。 

・アンケート結果は、教宣紙１号で速報として周知し、第２号、第４号で詳細

号を発行した。 

・基本組織の独自要求の中で、旧姓通称使用に関して盛り込んでもらい、前向

きな回答が得られた。 

・4/25（月）勤務終了後、旧姓通所使用制度学習会「旧姓通称使用制度を使い

やすい職場にするために男女（みんな）ができること」を開催。組合員 34 名、

（うち女性 22名）参加。当局側から１名参加。 

 

添付ファイル 

・女性部教宣紙 第１号 2022.2.24.pdf 

・女性部教宣紙 第２号 2022.3.1.pdf 

・女性部教宣紙 第３号 2022.3.7.pdf 

・女性部教宣紙 第４号 2022.3.15.pdf 

・2022.4.25学習会写真.pdf 

・配布用スライド 2022.4.24.pdf 

・配布用参考文献 2022.4.24.pdf 

・学習会事後アンケート集計結果.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11



✿
第
１
号
✿

22
.2
.2
4

発
行

自
治
労
剣
淵
町
職
労

担
当
：
孫
城

2
2
新
体
制
紹
介
特
別
号
!
！

女
性
部

～
旧
姓
通
称
使
用
制
度
を
も
っ
と
身
近
に
、

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
～

自
治
労
剣
淵
町
職
労
女
性
部
四
役

女
性
部
長
：
倉
富

こ
ず
恵
（
健
康
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー
プ
）

（
主
な
仕
事
：
執
行
委
員
会
や
単
組
代
表
者
会
議
の
出
席
ほ
か
）

副
部
長
：
孫
城

幸
（
建
設
課
土
木
建
築
グ
ル
ー
プ
）

（
主
な
仕
事
：
部
長
代
理
、
単
組
役
員
会
の
顛
末
の
記
録
）

事
務
局
長
：
松
下

由
惟

（
健
康
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー
プ
）

（
主
な
仕
事
：
地
本
・
道
本
の
幹
事
会
や
会
議
等
の
集
約
ほ
か
）

事
務
局
次
長
：
谷
地

あ
か
ね
（
健
康
福
祉
課
課
福
祉
介
護
グ
ル
ー
プ
）

（
主
な
仕
事
：
会
計
）

自
治
労
北
海
道
道
北
地
方
本
部
上
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
女
性
部
へ
派
遣
の
幹
事

上
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
幹
事
：
田
中

涼
子
（
診
療
所

看
護
係
）

（
主
な
仕
事
：
道
北
地
本
と
上
川
北
部
単
組
と
の
発
文
・
集
約
業
務
や
集
会
運
営
な
ど
）

上
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
幹
事
１
年
目
：
鈴
木

千
尋
（
教
育
委
員
会
絵
本
の
館
）

（
主
な
仕
事
：
上
川
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
出
席
）

上
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
幹
事
２
年
目
：
松
本

麻
由
（
総
務
課
財
務
広
報
グ
ル
ー
プ
）

（
主
な
仕
事
：
上
川
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
の
単
組
報
告
の
作
成
や
幹
事
会
出
席
）

そ
の
他
関
わ
り
の
あ
る
特
別
職

基
本
組
合
副
執
行
委
員
長
：
長
谷
川

紗
苗
（
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
グ
ル
ー
プ
）

※
基
本
組
合
の
役
員
で
女
性
部
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
！
！

☆
女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て

現
在
の
女
性
部
員
在
籍
人
数
は
2
7
名
、
う
ち
青
年
部
1
2
名
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
異
な
り
、
困
り
ご
と
も
様
々
な
女
性
職
員
の
、
職
場
環

境
が
少
し
で
も
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
役
員
一
同
継
続
的
な
活
動

を
続
け
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

2
2
体
制
よ
り
、
道
北
地
本
上
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
へ
、
代
表
幹
事
と
し
て

田
中
さ
ん
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
集
会
等
で
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
事

が
で
き
、
心
細
い
事
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
応
援
の
意
味
合
い
も
込
め
、

各
種
集
会
も
W
E
B
・
現
地
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

状
況
が
許
す
範
囲
で
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
旧
姓
通
称
使
用
の
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ご
結
婚
は
お
め
で
た
い
で
す
が
、
戸
籍
姓
が
変
更
と
な
る
当
人
は
も
ち
ろ
ん
、

周
り
の
人
を
含
め
不
便
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

実
は
、
旧
姓
を
通
称
と
し
て
業
務
上
は
旧
姓
の
ま
ま
で
就
業
で
き
る
制
度
を

運
用
し
て
い
る
事
例
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
第
〇
法
規
の
全
国
例

規
検
索
で
「
旧
姓
使
用
」
で
検
索
し
た
ら
8
0
8
件
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

当
町
は
制
度
が
な
い
た
め
、
戸
籍
上
の
氏
名
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
相
談
経

緯
等
は
不
明
で
す
が
結
果
的
な
見
た
目
上
は
、
女
性
が
当
然
の
様
に
年
度
途
中

に
氏
名
を
変
更
し
て
業
務
継
続
し
て
い
る
事
例
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

…
他
で
は
旧
姓
を
使
え
る
の
に
、
わ
が
町
で
は
希
望
し
て
も
使
え
な
い
の
は
、

お
か
し
く
な
い
？
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
…
と
役
員
は
考
え
て
い
ま
す
、
制
度
の

利
活
用
に
関
わ
ら
ず
、
選
択
肢
を
広
げ
、
人
生
設
計
上
の
懸
案
事
項
を
少
し
で

も
軽
減
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
必
要
性
や
制
度
設
計
を
検
討
す

る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
皆
様
の
お
力
を
今
後
の
活
動
に
お
貸
し
下
さ
い
。
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☆
経
過
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
！
！

今
後
は
、
1
月
上
旬
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
道
本
女
性
部
ア
ン
ケ
ー
ト
の
速

報
結
果
に
基
づ
き
、
2
月
以
降
の
役
員
会
で
制
度
実
現
へ
向
け
て
の
作
戦
会
議

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
春
闘
の
独
自
要
求
時
に
も
触
れ
て
も
ら
え
る
そ

う
で
す
。

現
時
点
で
は
、
制
度
に
関
す
る
学
習
会
や
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
取
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
が
実
施
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
施
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
、
動
き
が
あ
り
次
第
教
宣
紙
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ

の
際
は
ご
一
読
下
さ
い
。

ご
多
忙
の
折
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
役
員
か
ら
質
問
や
ご
相
談
ご
と
の
聞

き
取
り
や
回
覧
レ
ポ
ー
ト
な
ど
が
あ
っ
た
際
は
、
回
答
や
打
合
せ
の
お
時
間
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
道
本
女
性
部
ア
ン
ケ
ー
ト
速
報
（
旧
姓
使
用
）
に
つ
い
て

☆
女
性
部
役
員
に
聞
い
て
み
よ
う
！
！

質
問
事
項
①
名
前
②
趣
味
特
技
や
座
右
の
銘
で
あ
っ
た
り
、
気
に
な
る
言
葉
な
ど

③
2
2
目
標
や
普
段
と
り
と
め
な
く
思
う
こ
と
等
ご
自
由
に

☆
今
後
の
主
な
活
動
予
定
に
つ
い
て

適
宜
教
宣
紙
発
行
を
メ
イ
ン
に
（
旧
姓
通
称
使
用
制
度
進
捗
状
況
・
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
・
交
流
集
会
な
ど
）
女
性
部
交
流
集
会
や
、
出
来
れ
ば
旧
姓
通
称
使
用
制
度
に

関
す
る
学
習
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
出
来
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☆
女
性
部
交
流
集
会
に
つ
い
て
☆

コ
ロ
ナ
過
で
２
年
連
続
で
未
実
施
の
女
性
部
交
流
集
会
は
、
集
ま
る
機
会
が
少
な
い

今
だ
か
ら
こ
そ
、
本
来
の
目
的
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、
昨
年
開
催
で
き
な
か
っ
た
企

画
を
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
と
目
指
し
て
い
る
次
第
で
す
。

①
谷
地

あ
か
ね

②
日
本
の
民
族
衣

装
の
１
つ
、
着
物

を
着
せ
る
事
が
出

来
ま
す
。

③
少
し
で
も
役
に

立
て
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

①
松
下

由
惟

②「
知
識
は
鎧
で

お
守
り
で
す
」

「
で
き
る
人
が

で
き
る
こ
と
を
」

③
組
合
活
動
は

永
遠
に
初
心
者

と
思
っ
て
い
ま

す
が
、、「
よ
く
わ

か
ら
ん
け
ど
楽

し
い
」と
思
い
思

わ
れ
る
よ
う
に

存
在
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

①
孫
城

幸

②
読
書
･一
人
旅
･蛍
雪
の
功

③
健
康
第
一
・
女
性
部
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

①
倉
富

こ
ず
恵

②
こ
の
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
自
分
を
大
切
に
。

あ
と
、
ド
ア
の
不
具
合
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
！

③
出
来
る
だ
け
楽
し
く
参
加
し
や
す
い
活
動
を

目
指
し
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
田
中

涼
子

②
｢
一
歩
前
へ
進
も

う
｣
｢辛
い
時
は
逃

げ
て
も
い
い
。
そ
の
時

は
全
力
で
、
後
ろ
を
振

り
向
く
な

笑
｣

③
組
合
で
何
を
し
て

い
る
の
か
、
ち
ょ
っ
と

で
も
分
か
っ
て
貰
え

る
よ
う
な
一
年
に
し

た
い
で
す
。

①
松
本

麻
由

②
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。
コ
ロ
ナ

が
早
く
収
ま
り
ま
す
よ
う
に
！

③
昨
年
中
止
し
て
し
ま
っ
た
の
で
今

年
は
交
流
会
開
催
し
た
い
で
す
。

①
鈴
木

千
尋

②
心
配
ご
と
の
9
割
は
実
際
に
起

こ
ら
な
い

③
組
合
の
こ
と
ひ
と
つ
ず
つ
勉
強

し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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【感想】孫城 幸さん 
パネルディスカッション中、｢能力

の無い人｣の言葉一つとっても話

した時の感じ方が様々であったな

ど分かり易い例えもあり、最終的

には腹を割って話し、内容をすり

あわせる以外には解決方法が無い

のだろうと改めて感じた。社会人

採用の前職加算に伴う賃金や新人

でも求められる職務など新卒採用

とは異なる視点を得る事ができ、

違う立場の方の目線にも配慮して

活動に取り組んで行きけたらと思

いました。 

 パネルディスカッション 

『職場のオカシイに気付こう』 

パネラーとして、自治労北海道本部女性部長 大村さん、自

治労北海道本部青年部副部長 松山さんを招き、司会者 道

北地本女性部部長 阪口さんと道北地本青年部部長 竹本さ

んの 4 人で、それぞれの『職場のオカシイ』と思うことに対

して答えて頂くディスカッション形式で行いました。 

･物価は上がっているのに賃金は下がる、コロナ禍でワクチン

業務、給付金業務は増えているのに人勧で下げられる。これ

ってオカシイ？ ・お茶出しなど名もなき仕事は誰がする？ 

･業務が忙しくなることで、休職者に不満が向きがち。休んだ

人が悪い→自分が休んだら悪く言われる→休めない。そもそ

も人員補充しないことがオカシイ？ 

･社会人採用者は前歴換算で専業主婦の場合 25/100。これっ

て低い？それとも仕事してないのだから当たり前？などな

ど。皆さんはどう感じるでしょうか？ 

1/16 道北地本上川ブロック協議会青年女性春闘討論集会

が開催されました！ 

女性部からは孫城幸さんと長谷川紗苗さん、執行役員とし

て田中涼子が WEBで出席しました。 

春闘討論集会をするにあたり、各単組から発言(単組で行っ

ている取り組みについて)を集めました。松下さんはじめ、女

性部役員の皆様、ご協力ありがとうございました。 

女性部は 1 年前はコロナ禍で書面開催でした。2 年振りに

青年女性合同で開催でき、分散会も初の合同で行いました。

｢若い｣からこそ気付くおかしい、｢女性｣だからこそ気付くお

かしいがあると思います。今回は職場のオカシイをテーマに

パネルディスカッション、分散会を行いました。 

【感想】田中 涼子 

私は分散会で座長を務めました。

お茶出しやテーブル拭きなど以前

は女性や会計年度任用職員がして

いたが、今は順番制になっている

単組や社会人枠で保育士として採

用されたが、子育てが前歴換算で

低くしか換算されないのはモヤモ

ヤすると言う意見あり。また、旧

姓通称使用について男女とも選択

肢が増えることに対して肯定的で

した。話し合うことで人それぞれ

意見があり、皆違うことを学べま

した。 

【感想】長谷川 紗苗さん 

名もなき仕事は｢ふつう｣誰がして

いるか？パネルディスカッション

中、会計年度任用職員が職員のお

茶出しをしており、今後はしなく

てよいと伝えたが、それでも継続

しているとの話があった。助言と

して、その方が自分に出来ること

を頑張ろうと思っているのであれ

ば、その考えを否定する事は難し

い。お茶出し自体が女性差別なの

ではなく、意識を変えることが平

等に繋がる。何でも差別ではなく、

意識のすり合わせが必要と思いま

した。 
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自治労北海道本部女性部

主催の第 41回女性交流集会

が、2022年１月 22日（土）

に開催されました。 

また、翌 23日（日）は 2021

年度政治学習会が開催され

ました。 

剣淵からは 

交流集会に田中涼子、 

学習会に鴻野彩子さん、松

本麻由さんがＷＥＢ参加を

しました。  分散会では、５つのテーマに分かれて実施しました。田中

は４「組合活動」に参加しました。 

【内容】よりよい職場にするための組合運動について、みん

なで一緒に考えましょうというコンセプトで話しました。5

単組 6 人での分散会でした。女性部でどのような活動をして

いるかの質問に、学習会(休暇制度や権利行使、政治活動の必

要性、LGBT の話)や交流会(ヨガやアロマ関係)などを行って

いました。休暇を知らなければ、使いたい時に使えません。

道本や地本の集会なども大切です。なかなか参加が難しい組

合員には、｢一緒に参加しよう｣など誘っている単組もありま

した。また、集会に参加した人の声を聞けたら、出てみよう

と思えるかも知れないという話から教宣紙の重要性も挙がり

ました。このようなご時世で、WEB開催に関して、自宅からの

参加でも活動費が出る単組が 3,不明が 1ありました。今後、

少しでも多くの方に集会など参加して貰うためには、活動費

用途の見直し･整備なども必要かと話し合いました。 

 23日政治学習会では、札幌大学の武岡明子教授による地方

自治をテーマとした講演がありました。 

 お話しの内容としては・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・でした。 

 次に、岸真紀子参議院議員より国政報告としてお話を伺い、

最後に鬼木まことさん応援プロジェクトと題して、・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・でした。 

 『ワタシはワタシ』～多様性を認め合う職場をめざして～ 
道本部女性部では毎年、12月から４月までを｢女性のはたらく権利確立運動強化月間｣と位置づけ、 

女性が一人の労働者として、健康で安心して働き続けられる職場づくりをめざしています。 

【感想】 

田中～各単組の状況を聞け

て為になりました。教宣紙や

自宅でのオンラインについ

て、どう考えるかなど皆で話

して行きたいです。 

 

松本さん 

自分の今の業務が各自治体

の分断を招いている事業と

断言されて正直ショックを

受けました。ですが、そうい

った側面を知ることができ

て参加して良かったと思い

ます。 

 

鴻野さん 

行政改革、政治改革、地方制

度改革の流れについて改め

て聞けたことは、自身の仕事

に深く関わる部分なので良

かったです。 

 22 日女性交流集会では、「介護者のロードマップ」～仕事と

介護を両立するために～」と題して NPO法人 UPTRE代表理事

の阿久津美栄子さんの講演がありました。 

 お話しの内容としては、介護はいつ起こるか分からない。

突然、降りかかって来ることもある。その時に備え、普段か

ら、どのような介護をしてほしいか家族で話し合うことの重

要性や、介護制度･資源の学習、介護のロードマップ(混乱期

→負担期→安定期→看取り期)の把握が大切ですというもの

でした！ 

 23 日政治学習会では、札幌大学の武岡明子教授による地方

自治をテーマとした講演がありました。 

地方創生の歴史を主題とし、安倍政権から始まった各自治

体の分断化、岸田政権の地方創生への後ろ向きな現状、今後

ますます中央政権化が加速していく問題点などを話されてい

ました。 

 次に、岸真紀子参議院議員より国政報告としてお話を伺い

ました。鬼木まことさん応援プロジェクトと題して、岸真紀

子参議院議員よりメッセージが我々に送られました。 

職場でおかしいなと思う制度や悩みは皆同じである。それ

は国の制度に基づくために労使交渉では解決できないものも

ある。その制度を変え、職場をよりよいものにしていくため

にも、今年７月参議院選挙での鬼木まことさんの勝利に向け

て頑張ろうと力強い応援の声で閉められました。 
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＜道南地本＞ 

単 組 名 八雲町職労 

取り組み要旨 

・機関紙の発行 

・アンケートを活用した独自要求 

・生理休暇の名称変更 

 

＜空知地本＞ 

単 組 名 月形町職労 

取り組み要旨 

青年女性部として活動。５月に４月採用の新人職員へ組合の説明会を実施。

2021 年度中は、オルグ、学習会を重ね、初めて模擬要求書を作成し、組合執行

委員４役へ報告会を実施し、組合員にはその後、書面にて報告を行った。 

しかし、新型コロナウイルス感染症により交流会ができず、新人の歓迎会や、

地域貢献活動を行えていないため、状況を考えながら可能な範囲で活動してい

きたい。春闘期にむけて十分な対策のうえ学習会や模擬要求書を継続して行い、

活動の活性化をすすめていく。 

 

＜胆振地本＞ 

単 組 名 安平町職 

取り組み要旨 

組合員アンケートを実施。（配布 80通、回答 40通） 

アンケートの結果から独自要求書を作成し、団体交渉に臨んだ。 

また、アンケートの集計結果は組合員の生の声として町長へ直接提出した。 

 

単 組 名 室蘭市職労 

取り組み要旨 

女性部教宣紙「たんぽぽ」発行 

 ○第１号 職場改善実態調査（2021年 12月 17日） 

 ○第２号 生理とうまくつきあうコツ（2022年 2月 10日） 

 ○第３号 職場実態調査集計 （2022年 2月 17日） 

添付ファイル 

・女性部教宣紙「たんぽぽ」 
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＜十勝地本＞ 

単 組 名 上士幌町職 

取り組み要旨 

・定年退職される元女性組合員の方より、上士幌町での組合活動等の話を聞く

会を開催しました。（令和 4年 3月 23日 18時 30分から開催 参加者２７名） 

・毎年青年部と合同で春闘書き込みを役場庁舎内に掲示しています。 

 （今年度はコロナの関係で掲示予定なし。） 

 

 

単 組 名 池田町職 

取り組み要旨 

・女性の働く権利強化月間の取り組み～スローガンを箱ティッシュに貼り、全

組合員に配布予定。 

・新入組合員が加入後に、交流会及び月間の取組を行う予定であったが、大勢

で集まることができないため、未実施。 

・集会や教宣紙などをメールや回覧で周知している。 

 

 

単 組 名 幕別町職 

取り組み要旨 

春闘アンケートと共に独自アンケートを実施しました。 

近年、学習会や交流会など自粛している中、各部員それぞれの職場において、

悩み困っていることはないか、また、女性部に対するアンケートを実施しまし

た。内容は１職場環境、２ハラスメント、３女性部のコロナ渦での活動や女性

部のあり方、役員選出等について。部員それぞれの声を聴くことができ、各職

場で余裕なく忙しい日々を送っている現状であることがよくわかりました。 

これからの時代に合った組合の役割・活動を展開していきたい、働き続ける

女性のオアシスになれるような女性部になれるよう少しずつ働きかけていきた

いと思います。 
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単 組 名 足寄町職労 

取り組み要旨 

【女性の働く権利確立運動強化月間の取り組み】 

道本部から提示されたテーマを基に、独自に「これだけは譲れないもの～ワ

タシらしくいるために～」をテーマとしたメッセージカードを組合員から集め、

大型ポスターを作成しました。月間の取り組みを全職場に伝えるため、ミニポ

スターを作成し掲示しました。 

【２０２２春闘の取り組み】 

 女性部の独自要求はしませんでしたが、基本組合や青年部と学習や行事をと

もに進めました。 

 

添付ファイル 
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単 組 名 本別町職 

取り組み要旨 

・道本の職場改善実態調査の実施 

・うずしお（機関紙）の発行 

・女性交流集会の実施（予定） 

 

 

単 組 名 清水町職 

取り組み要旨 

・女性のはたらく権利確立運動の強化月間に除菌シート、箱ティッシュを配布。 

 

添付ファイル 

 

 

＜釧根地本＞ 

単 組 名 別海町 

取り組み要旨 

・青年女性部員に対して、夏季の休業に関するアンケートを実施。 

アンケート結果をもとに、青年女性部独自要求書を提出した。 
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